
  

 

 
 
 
 

 

                                     校長 山下 慎一 

 

朝晩の冷え込みが進み、学校の木々も赤みを帯びるようになりました。冬の足音がすぐそこまで聞こえてくる

ようです。１０月４日に行われた「第７４回学校祭」では多くの来賓・保護者の皆様にご観覧いただきありがと

うございました。子どもたちが時間をかけて、生活体験や英語暗唱、調査研究の発表やオープニング・器楽演奏・

合唱等のステージ発表を皆様に披露できたことが子どもたちにとっても大きな達成感に繋がったようです。 

秋季休業明けの１０月１４日（火）からは令和７年度の後期がスタートしました。始業式では、各学年代表生

徒から後期の抱負を発表してもらいました。また、校長からは来年の３月を全員が笑顔で迎えられるように今期

での努力を期待するお話をしました。３年生にとっては義務教育９年間の最後の６ヵ月となります。後輩たちに

東千歳中のよき伝統を引き継ぐこと、そして進路に向けて万全を期すこと強く望んでいます。１，２年生は進級

を見据えた学校生活及び生徒会活動や部活動を通して、自分の目標を達成できるように軌道修正を図りながら進

んでほしいと願っています。 

「雲外蒼天（うんがいそうてん）」という四字熟語があります。これは「苦しい状況や試練を努力して乗り越え

れば、素晴らしい未来が待っている」という意味の言葉です。多感な中学時代、子どもが不安や悩みを抱えるこ

とは当然のことです。その時は周りの大人や友人の力を借りて、ゆっくりでも一歩ずつ歩みを続ければいいと思

っています。そのために我々職員も子どもたちのサポートに全力を尽くしてまいります。保護者・地域の皆様に

おかれましては今後ともご支援・ご協力を賜りますようお願いいたします。 

 

後期のスタートにあたって



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


